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●  第四期生  前田 修さん
　月1回のセミナー実施後に講師の方と参加者が場所を移動して、懇親会を実施
できたのは大変よかった。セミナーは講師からの一方通行になりがちだが、その
後に議論を深めることで、みずからの疑問が解決するきっかけを提供できたので
はないか。
　また、第一期生から第五期生がおなじ場所にいる機会があることで、先輩か
ら現役生への研究に関するアドバイスも得られ、大いに参考になった。ユニッ
ト終了後も、修了生は研究の成果をどう活用しているか、各現場でどんな活躍
をしているか、年1回は意見交換をする機会を設けたい。
＊
　ということで、今後の安寧会の方向性も見えたようです。ユニットが終了す
るとともに、安寧会の果たすべき役割は高まります。まずは存続していくこと
が重要ですが、来たる大震災にそなえて、もちろん安寧の都市の実現に向けて、
この安寧会が少しでも役に立つことができたら、ユニットの5年間は意義のあ
るものになるんだろうと思います。
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